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今回も「総合的にこの授業を評価できる」という項目の平均値は 4.91（満点 5.0）であり、

他の項目の平均値も軒並み 4.7を超え、平均値の最低が「予習または復習をよくした」とい
う項目の 4.27という結果であった。回答者の絶対数が少なく、回答者の特定が不可能では
ない状況下での回答であるだけに、これをそのまま信頼することはできない。また、本来

授業評価アンケートは、院生の視点から研究指導改善のための手掛かりを探るものである

が、現状では問題意識を喚起するものにはなっていない。自由記述だけにするなど、アン

ケートの取り方を見直す時期に来ているのではなかろうか。 
 


